
HIDEN  Budo　&　Bujutsu　

身
体
の
歪
み
矯
正
の
方
程
式

　
「
方
程
式
」。
二
つ
の
数
式
が
等
号

（=

）
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
式
で
あ
る
。

誰
も
が
学
生
の
頃
に
、
数
学
の
授
業
で

お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
に
変
数

ｘ
を
含
ん
だ
式
だ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、「y = 2x + 5

」
と
あ
れ

ば
、
変
数
ｘ
に
数
字
を
代
入
す
る
こ
と

で
、
ｙ
の
値
が
導
き
出
さ
れ
る
。
ｘ
＝

２
な
ら
、
先
の
方
程
式
で
は
解
は
ｙ
＝

９
で
あ
る
。

　

特
に
公
式
と
い
う
も
の
は
、
昔
の
天

才
た
ち
が
考
え
出
し
た
、
あ
る
種
の
発

明
で
あ
り
、
便
利
な
道
具
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
そ
の
値
を
求
め
る
の
に
、
そ

の
式
な
の
か
？　

意
味
が
さ
っ
ぱ
り
分

か
ら
な
く
と
も
、
方
程
式
の
変
数
に
数

値
を
代
入
す
れ
ば
解
が
出
る
。
意
味
や

理
由
を
考
え
る
必
要
は
な
い
。

　

さ
て
、こ
の
度
発
売
さ
れ
た
書
籍『
新

正
体
法
入
門
』
に
は
、「
一
瞬
で
ゆ
が

み
が
取
れ
る
矯
正
の
方
程
式
」
な
る
副

題
が
付
い
て
い
る
。

　

人
間
の
身
体
の
歪
み
を
矯
正
す
る
た

め
の
方
法
論
は
、
世
の
中
に
ご
ま
ん
と

あ
る
が
、
そ
の
価
値
は
、
実
効
性
と
即

効
性
、
そ
し
て
何
よ
り
実
践
性
に
か

か
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

外
科
医
の
オ
ペ
の
よ
う
に
、
専
門
家

に
し
か
使
え
な
い
、
難
易
度
が
高
す
ぎ

る
技
術
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
に
効
果
が

高
く
て
も
、
日
常
の
中
に
お
い
て
は
あ

ま
り
有
用
と
は
言
い
に
く
い
。

　

身
体
の
不
調
と
い
う
も
の
は
、
突
然

降
っ
て
湧
い
て
く
る
も
の
だ
し
、
日
々

変
化
す
る
人
間
の
身
体
と
い
う
「
生
も

の
」
に
対
応
で
き
な
い
か
ら
だ
。

　

誰
に
で
も
、
す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
な
、

実
践
性
の
高
い
、
シ
ン
プ
ル
な
方
法
こ

そ
が
、
身
体
に
は
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
た
実
践
性
の
高
い
方
法
論
の

一
つ
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
「
新
正
体

法
」
で
あ
る
。

　

新
正
体
法
に
は
、
宮
本
紘
吉
と
い
う

天
才
が
導
き
出
し
た
「
身
体
の
歪
み
矯

正
の
方
程
式
」
と
も
言
え
る
メ
ソ
ッ
ド

が
あ
る
か
ら
だ
。

　

特
に
、「
リ
セ
ッ
ト
操
法
」
と
呼
ば

れ
る
方
法
な
ら
ば
、
全
身
の
歪
み
を
矯

正
す
る
手
順
を
、
首
の
動
き
か
ら
導
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

ど
う
し
て
そ
の
手
順
な
の
か
？　

そ

の
意
味
は
分
か
ら
な
く
と
も
、
変
数

ｘ
（
首
の
動
き
）
を
こ
の
方
程
式
に
代

入
し
、
解
い
て
い
け
ば
、
一
つ
の
解
─

─
い
や
「
快
」
が
導
き
出
さ
れ
る
の

だ
。
意
味
や
理
由
を
考
え
る
必
要
は
な

い
（
も
ち
ろ
ん
知
り
た
け
れ
ば
、
勉
強

す
れ
ば
い
い
の
だ
が
）。

本
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
度
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
、

注
目
の
身
体
調
整
メ
ソ
ッ
ド
の
入
門
書
が
、
遂
に
発
売
さ
れ
る
。

そ
れ
が
『
新
正
体
法
入
門
─
─
一
瞬
で
ゆ
が
み
が
取
れ
る
矯
正
の
方
程
式
』
で
あ
る
。

本
書
に
は
、
読
者
に
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
使
い
や
す
い
よ
う
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は「
新
正
体
法
」の
魅
力
と
と
も
に
、本
書
に
凝
ら
さ
れ
た
工
夫
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

図Ｂ：書籍『新正体法入門』のチャート図。上掲は「リセット操法」のもので、「リセット操法完全版」「シングル操法」のチャー
ト図も用意されている。これがあれば、動診と操法の流れが一目瞭然になる。上掲のカラー版は購入特典としてHPからダウンロー
ドできる。詳しくは「新正体法掲示板（http://shin-seitaihou. j imdo.com/）。
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新
正
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門
書

   
遂
に
発
売
！

文
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編
集
部

『新正体法入門』の
全体構造（図Ａ）

※ 各ステップは、
　Ⅰ 動診  ➡  Ⅱ 操法  ➡  Ⅲ 再動診
　という３つのステップにより
　構成されている。

リセット操法
完全版STEP Ⅱ

すべての動診を行って、
歪みを矯正する操法

シングル操法STEP Ⅲ
リセット操法完全版で残った
歪みを矯正する操法

首の動診だけ行って、
歪みを矯正する簡易操法

リセット操法STEP Ⅰ


